
東関東ストーマ・排泄リハビリテーション研究会 

倫理綱領（令和 3 年 10 月 30 日） 

 

東関東ストーマ・排泄リハビリテーション学会（以下、本研究学会）は、研究・教育を行

い、千葉・茨城県におけるストーマならびに排泄障害に対するリハビリテーションの発展

に寄与することを目的とする。この目的の実現のために、本研究会ならびに世話人・学術

集会発表者は、下の条項を遵守しなければならない。 

 

１．人権の尊重 

本研究会ならびに世話人・学術集会発表者は、個人の尊厳を十分に認知し、個人がその人

らしく尊厳をもって生きる権利を尊重しなければならない。 

 

2．社会的責任と社会規範の遵守 

本研究会ならびに世話人・学術集会発表者は、自らが行う研究・教育のすべてにおいて社

会に与える影響を十分に認識し、良心と医療の倫理に基づいて活動しなければならない。 

 

3．研究・調査に関する見解 

 本研究会ならびに世話人・学術集会発表者がヒトを対象とした研究・調査を行うにあた

っては、対象者のプライバシーの保護やインフォームド・コンセントなどに関する倫理問

題には、特に配慮を行うものとする。 

研究・調査活動は、これを行う者が所属する機関の倫理審査委員会から承認を得た上で実

施されることとし、倫理審査委員会のない施設においては、臨床研究機関の長もしくはこ

れに準ずる者に、倫理的および科学的観点から研究の実施に関する許可を文書により得る

こととする。 

 なお、臨床研究を行うにあたっての具体的な倫理指針については下記を遵守し、各職種

（医師、看護師、薬剤師、理学療法士、作業療法士、臨床工学技士など）における倫理綱

領・倫理指針・ガイドラインに従うものとする。 

●世界医師会「ヘルシンキ宣言」 

●人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（平成 26 年文部科学省・厚生労働省告示第

3 号）/ 

●ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針（平成 16 年文部科学省・厚生労働省・経

済産業省告示第 1 号） 

●遺伝子治療等臨床研究に関する指針（平成 27 年厚生労働省告示第 344 号） 
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●生命倫理・安全に対する取組（文部科学省） 

●動物実験の適正な実施に向けたガイドライン（平成 18 年日本学術会議） 

 

4．情報・資料の管理 

本研究会ならびに世話人・学術集会発表者は、研究・調査を通して収集した情報や資料に

ついては、これを厳重に管理し、本来の目的以外に使用してはならない。 

 

5．公表に伴う責任 

本研究会ならびに世話人・学術集会発表者は、研究・調査を通して収集した情報や資料に

ついては、これを厳重に管理し、本来の目的以外に使用してはならない。 

 

6．説明責任 

 本研究会ならびに世話人・学術集会参加者は、公表した研究・調査報告に関して文書に

より説明を求められた場合、その内容をわかりやすく説明しなければならない。 

 

＊本網頌は、日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会 学会倫理綱網に準じるも 

 

令和 3 年 10 月 31 日 

東関東ストーマ・排泄リハビリテーション研究会 

事務局 
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